
総 問

総 合 問 題

令 和 � 年 度（前期）

注 意

１．「解答はじめ」というまで，この問題冊子を開いてはいけない。

２．問題は�冊（本文１４ページ，白紙�枚），解答用紙は�枚である。白紙は問題冊

子の中にはさみこんであるので引き抜いて下書用紙として使ってよい。

３．全部の解答用紙に受験番号を書くこと。受験番号は次の要領で明確に記入する。

（例） 受験番号８０００１番の場合 ―→ ８ ０ ０ ０ １

４．解答は解答用紙の所定の位置に書くこと。他の所に書くと無効になることがあ

る。

５．書き損じても，代わりの用紙は交付しない。

６．試験終了後，問題冊子と白紙は持ち帰ること。

◇Ｍ３（３６４―３２）



� 日本は，高齢化と人口減少が進む中で，地域社会に様々な課題が発生してい

る。その課題の一つとして，空家（建築物又はこれに附属する工作物であって居

住その他の使用がなされていないことが常態であるもの）の増加があげられる。

表�―�は，１０地域の２０１０年，２０１５年，２０２０年の空家率（％）を含む�つの地

域に関係する統計量（X１～X６）であり，実データに基づき作成した架空のデータ

である。表�―�は，X１から X６の統計量どうしの相関係数を示したものであ

る。

統計量は下記のように地域ごとに定義される：

X１：空家率（％）＝空家数÷住宅数

X２：人口（人）

X３：社会増（人）＝地域に流入してきた人口－地域から流出していった人口で

あり，直近の�年間の一年当たりの平均

X４：児童一人当たり教育費（万円/人）＝地域が所属する自治体の予算に計上さ

れた教育費総額÷その自治体の義務教育対象児童数

X５：老齢人口依存比率（％）＝６５歳以上人口÷生産年齢（２０歳以上６５歳未満）

人口

X６：地価（万円/m２）

問 １．２０１０年，２０１５年，２０２０年のそれぞれにおいて，X１と最も相関が強い

統計量を，X２から X６の中から抽出しなさい。そして，その抽出した統

計量と，X１以外において最も相関が強い統計量を選びなさい。

問 ２．２０１０年，２０１５年，２０２０年のそれぞれにおいて，X５と最も相関が強い

統計量を，X１，X２，X３，X４，X６の中から抽出しなさい。また，X５

が上昇すると，地域社会に対してどのような影響が発生するのか。�つの統

計量どうしの相関係数を踏まえて解説しなさい。

問 ３．２０２０年に，X１が低下した地域がある。その地域を示しなさい。X１

が低下した理由と考えられる要因を，X１以外の�つの統計量から解説しな

さい。また，X１を低下させるために，どのような政策をとることが有効

であると考えるかを理由とともに示せ。なお，�つの統計量以外の要因も考

慮すること。
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表�―�：空家率（％）を含む地域別・年別の統計量

年 地 域 X１：空家
率（％）

X２：人口
（人）

X３：社会
増（人）

X４：児童
一人当た
り教育費
（万円/人）

X５：老齢
人口依存
比率（％）

X６：地価
（万円/m２）

２０１０ １ ３０ ６０５０ －３０ ９０ ３５ ５
２０１０ ２ ２６ １０４００ －７０ ６０ ３０ １０
２０１０ ３ ２０ ５１７５０ －４５ ８０ ３３ １５
２０１０ ４ １８ ８３０６０ －３５ ８５ ３０ １８
２０１０ ５ １６ １０３２７５ －２５ ９０ ２５ ２０
２０１０ ６ １２ １５６４６５ －１５ １００ ２８ ２１
２０１０ ７ １０ ２６３５００ ２０ ８５ ２７ ２３
２０１０ ８ ８ ２８４７２５ ５０ １００ ２３ ２３
２０１０ ９ １０ ３５０７７０ １２０ １３０ ２５ ２５
２０１０ １０ ７ ５１０７２５ １６０ １６０ ２３ ２６

２０１５ １ ３５ ５６５０ －４０ ９５ ３８ ４
２０１５ ２ ３０ ９７５０ －５０ ７５ ３３ ６
２０１５ ３ ２５ ５１１００ －３０ ９０ ３５ １０
２０１５ ４ ２３ ８２１１０ －４０ ８５ ３５ １５
２０１５ ５ ２１ １０２０５０ －４５ ８０ ２８ １８
２０１５ ６ １９ １５４７９０ －３５ ９０ ３２ １５
２０１５ ７ １５ ２６１３００ －４０ １１０ ３０ １８
２０１５ ８ １６ ２８２８７５ －２０ １００ ２８ １７
２０１５ ９ １２ ３４９９２０ １１０ １２０ ２７ １８
２０１５ １０ ７ ５０９２５０ １５５ １５０ ２３ ２２

２０２０ １ ３８ ５１５０ －５０ ９０ ４０ ３
２０２０ ２ ２ １０２５０ ２００ １５０ ３５ ５
２０２０ ３ ３０ ４９５５０ －６０ ８０ ３８ ８
２０２０ ４ ２８ ８０３６０ －５０ ８５ ３７ １０
２０２０ ５ ２６ ９９８５０ －４０ ９０ ３５ １５
２０２０ ６ ２５ １５２８５０ －３８ １００ ３４ １０
２０２０ ７ ２３ ２５８８００ －５０ ８５ ３３ １６
２０２０ ８ ２０ ２８０７５０ －２５ １００ ３０ １５
２０２０ ９ １５ ３４８９２０ １００ １２５ ２８ １８
２０２０ １０ ８ ５０７５００ １５０ １３０ ２５ ２５
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表�―�：地域別空家率と主要な統計量どうしの相関係数

２０１０年

X１：空家率
（％）

X２：人口
（人）

X３：社会増
（人）

X４：児童
一人当たり
教育費

（万円/人）

X５：老齢人
口依存比率
（％）

X６：地価
（万円/m２）

X１ １．０００ －０．８６５ －０．７４７ －０．６５１ ０．８７２ －０．９８２
X２ －０．８６５ １．０００ ０．９６５ ０．８８３ －０．８０７ ０．８４４
X３ －０．７４７ ０．９６５ １．０００ ０．９４１ －０．７１６ ０．７３５
X４ －０．６５１ ０．８８３ ０．９４１ １．０００ －０．６０５ ０．６５１
X５ ０．８７２ －０．８０７ －０．７１６ －０．６０５ １．０００ －０．８７３
X６ －０．９８２ ０．８４４ ０．７３５ ０．６５１ －０．８７３ １．０００

２０１５年

X１：空家率
（％）

X２：人口
（人）

X３：社会増
（人）

X４：児童
一人当たり
教育費

（万円/人）

X５：老齢人
口依存比率
（％）

X６：地価
（万円/m２）

X１ １．０００ －０．９４１ －０．７２３ －０．７６５ ０．８９５ －０．９４３
X２ －０．９４１ １．０００ ０．８４８ ０．９１４ －０．８８３ ０．８２６
X３ －０．７２３ ０．８４８ １．０００ ０．８９８ －０．７２１ ０．５６２
X４ －０．７６５ ０．９１４ ０．８９８ １．０００ －０．６８８ ０．６０８
X５ ０．８９５ －０．８８３ －０．７２１ －０．６８８ １．０００ －０．８５３
X６ －０．９４３ ０．８２６ ０．５６２ ０．６０８ －０．８５３ １．０００

２０２０年

X１：空家率
（％）

X２：人口
（人）

X３：社会増
（人）

X４：児童
一人当たり
教育費

（万円/人）

X５：老齢人
口依存比率
（％）

X６：地価
（万円/m２）

X１ １．０００ －０．４６２ －０．９１６ －０．９０５ ０．６７６ －０．４１９
X２ －０．４６２ １．０００ ０．３５６ ０．３１７ －０．９５０ ０．９３８
X３ －０．９１６ ０．３５６ １．０００ ０．９７８ －０．５５５ ０．２６９
X４ －０．９０５ ０．３１７ ０．９７８ １．０００ －０．５４３ ０．２０３
X５ ０．６７６ －０．９５０ －０．５５５ －０．５４３ １．０００ －０．８９４
X６ －０．４１９ ０．９３８ ０．２６９ ０．２０３ －０．８９４ １．０００
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� 次の文章を読んで以下の問いに答えなさい。

Byte pair encoding（BPE；バイト対符号化）と呼ばれるアルゴリズムがある。

BPEはデータ圧縮法の一つで，可逆圧縮のアルゴリズムであり，OpenAIの

ChatGPT（大規模言語モデルの一つ）のテキスト前処理にも使われている。BPE

の疑似コードを表�―�に示す。疑似コードにおける各行の“//”以降はコメント

である。

入力：文字列集合 D，語彙サイズ k

出力：語彙集合 V

�：procedure BPE（D，k）

�： Dに含まれるすべての異なり文字を辞書順で Vに追加

�： while Vのサイズ＜k do

�： Dの最頻出ペア tL，tRを抽出 //同頻度のペアは Vへの登録が若い順

�： tNEW← tL＋tR //ペアを連結して新しい語彙を作る

�： tNEWを Vに加える

�： Dに出現するすべての tL，tRを tNEWで置き換える

	： end while


： return V

表�―�：Byte pair encoding

以下の表�－�は D＝｛“cooler”，“coolest”，“eldest”，“highest”｝，k＝１６と

した場合の各マージ（連結）ステップを示したもので，BPEによる符号化後の語

彙 集 合 は V＝｛“c”，“d”，“e”，“g”，“h”，“i”，“l”，“o”，“r”，“s”，“t”，“es”，

“est”，“co”，“ol”，“cool”｝となり，それを用いた文字列集合の分割結果は｛“cool-

e-r”，“cool-est”，“e-l-d-est”，“h-i-g-h-est”｝となる（語彙となる文字列の切れ目に

“-”を入れている）。
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初期状態

マージ 1

マージ 2

マージ 3

マージ 4

マージ 5

c-o-o-l-e-r

c-o-o-l-e-r

c-o-o-l-e-r

c-o-o-l-e-r

co-o-l-e-r

co-ol-e-r

c-o-o-l-e-s-t e-l-d-e-s-t

c-o-o-l-e-s-t

c-o-o-l-es-t

c-o-o-l-est

co-o-l-est

co-ol-est

e-l-d-e-s-t

e-l-d-es-t

e-l-d-est

e-l-d-est

e-l-d-est

h-i-g-h-e-s-t

h-i-g-h-e-s-t

h-i-g-h-es-t

h-i-g-h-est

h-i-g-h-est

h-i-g-h-est

表�―�：BPEの適用例（下線は各ステップでマージされる語彙のペアを示してい
る。）

また，表�―�に Common Crawl（ウェブ上のデータを大規模にダウンロードし

たデータベース）におけるテキストの言語別の割合を示す。ChatGPTのベースと

なった GPT-�で用いられていた学習データのうち，６０％が（フィルタリング済

みの）Common Crawl由来であると言われている。

言 語 割 合

英 語 ４３．８％

ロシア語 ６．１％

ドイツ語 ５．３％

中国語 ５．１％

日本語 ４．８％

スペイン語 ４．６％

フランス語 ４．２％

（不明） ３．２％

イタリア語 ２．６％

ポルトガル語 ２．１％

オランダ語 １．８％

表�―�：Common Crawl（２０２４）データにおける上位１０言語の割合
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問 １．表�―�の ア ル ゴ リ ズ ム に 従 い BPEを D＝｛“picked”，“pickled”，

“pickles”，“pushed”｝，k＝１６として適用した場合の各ステップを表�－�

のように示し，構築される語彙集合 Vおよびそれを用いた Dの分割を求め

よ。

問 ２．表�―�を参考に，ウェブ上のテキストデータを用いて BPEによって

データ圧縮を行う際の問題点について，政治・経済的観点及び倫理的観点か

ら考察せよ。
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� 以下の文章（日本の行政機関である個人情報保護委員会が２０２４年�月２７日に

発表した文章）を読み，問いに答えなさい。

― ７ ― ◇Ｍ３（３６４―３９）

著作権保護の観点から、
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著作権保護の観点から、
公開していません。
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問 以上の文章の要点を踏まえたうえで，グローバル化時代の日本における情報

流通の課題について２５０字以上３５０字以内で書きなさい。
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著作権保護の観点から、
公開していません。
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